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第 1節本研究の目的
大量な生活用品の保有によってひき起乙される住宅聞
の圧迫や住生活の混乱状態を緩和し， 一定の居住水準を
篠保するためには，住宅計画に有効な収納空間基準が必
要であると考える。そのため，本研究は家庭における生
活用品の保有実態を調査し，その保有構造を居住者の必
要性評価や社会的属性等その他の条件との関連Kおいて
解析する乙とにより，生活用品の保有に関する法則性を
迫求しようとするものである。そして.生活用品の保有
における普遍性と多様性への条件について考察するとと
により，収納宅聞の基準設定への基礎的段階』ζ寄与する
乙とを目的としている。
乙れまでに，衣類。および寝具2)3J ，客用品4)'予備
用品め等について保有実態をある程度明らかにし，その
保有権造を考察した。本報では，日常生活用品をとりあ
げ，その保有と必要性評価の実態を把握し，保有実態に
影響を与える要因について分析する。そして，典型的な
保有パターンを抽出し，その特徴を明らかにする。また，
因子分析を用いて，保有実態と居住者の必要性評価の因
子構造を検討する乙とにより ，両者の異同について考察
する。
第2節本研究の方法
1981年10月，0女子大学家政学系の学科iζ所属する学
生の家庭308件の主婦を対象と して，アンケー卜調査を
実絡した。回収票269件のうち，後合世帯および併用住
宅居住世講を除き ，165件の有効回答を得た。対象世帯
の成住地域は京阪神地区である。大学生の家庭を対象と
した結果，保有注れる生活用品の額類と量が政大となる
家族周期を選んだζとになる。
調査項目は，各生活用品の保有，収納の実態と .それ
らの生活用品1<:対する居住者の必要性評価である。今回
の調査でとりあげた生活用品は総計501品目であり，そ
の分類を表11<:示した。生活用品の分類は，たとえば化
粧・身つくろい等，生活行為別に行なった。調査品目の
選定にあたっては，家庭を営むうえで一般的に保有され
ると思われる品目を基本とし，それ以外にもできるだけ
広範囲にとりあげるよう配慮した。その結果，日常用品
としてとりあげたのは315品目となった。
調査対象の慨要は表2に示すとおりである。 1世帯当
たりの家族人数は平均4.1人。世帯の年収は800万円以
上の世帯が約41%を占めて長も多L、。家計調資年報6)に
よると，45-54歳の勤労者の年収は平均416万円であり，
今回の対象世帯はそれと比較するとかなり高水準といえ
る。また，居住している住宅の持家比率は92.79ぢと圧倒
的Iζ高<，平均延床面積は137.1nf，部屋数は平均5.9
室であり，持家の実態調査7)と比較しでも高い水準にあ
るといえよう?
第3節 目常生活用品の保有実態と
必要性評価の傾向
日常生活用品の保有実態と必要性評価の傾向を明らか
にし，両者の関速についてその特徴を分析する。生活用
品K対する必要性は，居住者自身が評価したもので，そ
の尺度は<ぜひ必要><あれば便利>くな くてよい>の
3段階とした。
1 品目数からみた保有実態と必要性評価の傾向
まず，全体の特徴を把握するために，保有実態と必要
性評価の傾向を品目数にまとめて図 1ζ示す。
対象世帯においては，L世得当たり平均229.7品目が
保有されてL唱。 ζのうちの 7:1;IJ近くは保有率が80%以
上となっているが，とくに家事関連用品には保有率が高
いものが多い。
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表 1 生活用品の分鎖
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Jfl 占
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居 学
童図2 調査対象の概要
A 司~~巨人数 件数 毎 日住戸l面槌 件数 量百
3人 31 18.8 80，，(未渦 33 200 
4人 100ω6 80-鈎.，( 24 14.5 
5人 28 17.0 1∞ー119.，( 16 9.7 
?
? ? ?
????????????
? ?? ?
?
? ??
120-139，( 23 13.9 
140-159.，( 10 6.1 
160-179.，( 20 12.1 
1鈎-199，( 12 7.3 
2∞rr{以 t 27 16.4 
陥5 100.0 c ~j{~の年間収人 件量生
4∞万円~1Il'O 13 
4∞-4晴9/jfll 17 
ゐ
79 
10.3 0 家族のもつ喧型車の敵 件数 も
5ω-599万円 17 10.3 
600-699万円 23 13.9 
70咽-799万円 14 8.5 
鋭)()JjPI以上 67 40.6 
不明 14 8.5 
1、4掴矧
5-9種矧
10-14雌矧
15-19種舗
20-24舗IA
Jt 
24 145 
88 53.3 
34 20.6 
14 8.5 
5 3.0 
165 1∞o :t 165 100.0 
謝作品flti:
品HtI:
tω2偽 3∞
京 'H側i車問~ ; その他の日常用品 1315 
148 161 (~:JII ) 
1 It.%f吋たり保有品目
敏
CHN'80~以上の品目
散
どせひ必1:'>と答えた
t'ul，lln (、l'同}
過す散の11~~ýてくせひ
I(怯 と答えた品口
222.7 
I而.8' 105.9 
図 1 品目数からみた生活用品の保有実態と必要性評価
の傾向
必要性評価において.<ぜひ必要>と答えた品目数は
1 t位指当たり133.1品目，保有品目の約6割がくぜひ必
要>と評価されている乙とになる。乙の<ぜひ必嬰>と
評価した品目数と，過半数の世議が<ぜひ必要>と評価
した品目数 (123品目)を比較すると，両者の差は小さ
い。他l方，くなくてよい>と答えた品目数は l世帯当た
り60.品目だが，過半数の世帯がくなくてよい>と評価し
た品目数 (3f品目)とはかなりへだたりがある。したがっ
て，必要性制面の傾向は.<ぜひ必要>と考えられてい
る品目では世帯によるちがいは小さいが，くなくてよい
>と告阿国した品目は，世帯』ζよりその内容がかなり異なっ
ているととがわかる。
2 世帯別にみた保有実態と必要性評価の関連
各世帯において.<ぜひ必要>およびくなくてよい>
と3刊隠した品目数と，現実の保有数との関連を図21ζ示
す。
(2) 
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衣生活uJ!J]用品(家事関連周品)の保有事と必要性評価
日常1・生活月l品の種類ζとに，名品日の保有率と必要性
評価の実態を示す(図 3~幽 10参lRO 。
両者の関連について.すべての品口κ共通した特徴を
述べると，保有率は居住者がぐぜひ必要>と評価した比
't¥を常K上まわっており，くあれば便利>と答えた品目
をすでに保釘している世議が多くみられることである。
したがって，現実の保有実態は，居住11iel身が必要と評
価した以上tζ進んでいるといえる。
( 3 ) 
図3
<ぜひ必要>と答えた品目数は，現実の保-4品n数と
ほとんとT副主がないか.現実の保有品白数が多いlせ信・ほ
とくなくてよい>と評価した品目数は少なく ，保有実態
とくなくてよい>の評価傾向とは逆比例の関係が明舵k
dめられる。すなわち，現実の保有品目数との|均速にお
いて.<ぜひ必1!>とくなくてよい>と評価した品円数
とでは，その傾向は全く異なった綴相を示している。
3 各品目見IJにみた保有実態と必要性評価の傾向
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:Itl主基本的生活用品を示す
住宅管理用品(家事関連用品)の保有率と
必要性評価
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図7 個人的行為に属する生活用品の保有率と必要性評価
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家族共同行為に属する生活用品の保有本と必要性評価
(6 ) 
刈は基本的生活用品を，)ミす
生理・衛生的行為lζ属する生活用品の保有率と必要性評価
図9
一棟.上林 :日常生活用品の保有締造 -163-
中でも.過半数の1l帰でくせ'ひ必要>と答えた品目は.
保有率かi80%を乙えている品目とほとんどof復しており ，
ζれらの品目は割返を構成するために必要な<基本的生
活用品>とみる乙とができる。<基本的生活用品>は.
家事関.i1!用品と生町!・衛生的行為』ζ属するものが全般に
多いほか，衣類収納用具，学習用具にも多し、。
逆4ζ，過半数のtu:f持がくなくてよい>と答えて，必要
性か低くJ干価されているものには，趣味 ・スポーツ用品，
娘楽用品，装飾用品があげられる。乙れらの品目は.現
実の保有率も低いものが多いが，たとえは.ハーモニカ ，
グロープ・ミット，コソレフクラブのように，保有;事1が50
%を乙えているものも若干含まれている。
乙のほか，過半数の世帯がくあれば便利>と評価した
品目立，日常生活用品全体の約%を占めている。その品
目内容は，だんらんヨ軍備品や苫籍額.対外的行為』ζ属す
る生活用品(たとえば，スーツケース，コートハンガ一
等)が中心である。くあれば使利>と答えた品口の8別
近くは保有率か50旬以上であり，すでに家庭で保有され
ている品日が多いが，っくりつけ家具のように作宅の条
件に制約されるもの，高価なものの保'IJ'f.lは低L、。これ
までの保有傾向からみて，くあれば使flJ>と評価されて
いる品川の保有'%3は今後も大きくなると~えられる。
第4節 目常生活用品の保有パターン
対象Ilt~符における日常生活用品の平向保有品目数は，
222.7品目であった。しかし，各世帯の保有実態をみる
と，段低148品目から段高31品目まで，かなり分散し
た傾向か認められ，世帯によるJ::が大きい(図2参照)。
ζ乙IC，日常用品の保有のしかたにより側帯をいくつか
のグループに分頬し，その特徴を明らかにする。
分析には，主成分分析を併用したQモードクラスター
分析法を用いたP 乙の手法は，あらかじめ主成分分
析を使って，世帯?相在iζ共通する肉チを主成分として抽
:1する。そして，各世帯の附般的を主成分得点のかたち
で求め， ζれに基づいてクラスター分析を行なうのであ
る。閃子の打1出基準は，全分散に対する閃子の分散比率
が5%以上である乙と，計算精度が0.005以上である ζ
と，累絞寄与勅i80%以上である乙とであり，乙の3つ
の条件のいずれかが達成されるまで困チの納出を行なう。
主成分分析の給見~.第 2成分までの凶子が抽出された
が，各因子の寄与率はそれぞれA6.5%， 1 .6%であった。
抗11/1\された因子のJ~成分得点にもとづいて各世恨の位辺
関係を示したのが図1である。凶中に示すように，対象
世帯は八からDまで4つのグループIC分煎できる。閲12
により保有パターンの特徴を分析すると， Aグループか
(7 ) 
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図10 対外的行為に属する生活用品の保有事と
必要性評価
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図11 円常生活用品の保有パターン別クラスター
(主駒子得点iともとづくl仰の分イ百とクラスター分矧)
ら順次B，C， Dグループへ移行するにつれて，円常用
品のti有益は大脇』とふえていることがわかる。
さらに，クツレー プ}J1]lc保有品目の内容を検討する。表
3 は各日1自の保有，釈をグループ別IC算出し ， 保有，~が過
半数を乙えたクツレープの組合せにしたがい各品目を 1-
定保有パターンのクラスター別Kみた日常用品の保有率の傾向(家事関適用品)表 3-1 
V すべてのグループで
保有率が5O~匹以下のもの
IV Dグループのみ
保有率が50量匹以上のもの
乾燥綴
m C. Dグループのみ
保有率が5O~匹以上のもの
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保宵パターンのヲラスター別にみた白常用品の保有率の傾向(その他の日常用品)
I すべてのグループで保有唱が50日匹以上のもの o B・C'Dグループのみ m C'Dグループのみ IV Dグループのみ Vすべてのグループで
分 頬 {すべてのグループで保有率か804b以上のもの} 保f率が5os事以上のもの保有事が50妬以上のもの保有事が50旬以上のもの保有率か50%以下のもの
表裳品缶ケース t 洋勺館ダンス〈家安洋時服範響、簡易洋館ダンス、 ベピーダンス 洋服ダンスfつ〈りつけ〉!laれ&ふとんダンス とおり
衣M収納具他貝 プ、ラ9νE理※ダンス 、初ダンス
学文側家具具洋机ずり:し本棚※アルパ凡 盛す本欄 {家具) 1 I 本棚削りつけ)
絵具・バレ ト、 J昔、ハー タ一、スキーワ孟了、 絵具(油 ・日本 、ベ染色刷、ボーリングボ ・ 、絃楽器、
モニ力、切五y帳、 E茶せん .f~ ギコツレフクラブ、ピクニッ ーパーフラワ一l周尚}円、 リ ール、具弓溢・剣道・柔道 年楽器三味二線さ箱、スキ 管ー〈
健 味 つめ、 手口説flJ語、リュッヲ(ハクセット、テニスラケ y ュック (キスリン少グを)つ具 つ、、コソAレ，フぐっ
スポーツ用品 イキング用)、パドミントント、グロープ、ポール、 りさお、水中メガ車、ス
モ ラケット、なわとび 卓球ラケット キー板、スケートぐっ、
登山ぐっ
生 便所・6t届所歯ブラシ※、ねりaみかき・岳、自白プ脱臭剤永、 J谷安閑腰かげ・:・、 画i生缶、 6t調布?戸棚 便所戸棚 ふろ周~rr~十、ふろわき
の l'! 呼事室用品 ラシ立て・器、洗い補 、ナイロンヲ 足ふき7 ット、脱!i.かど、メ | 報知後
オノレ ・スポンジ4 テ'ィシンポ yクス | 
生衛用回o目 化駐イクヒリーム※、化佐マウダ一員 女性用シェーパ一、姫鏡台(I散史用具、 三面鏡2話、へ ドレ・ノサ t 
他 化笹 ・身づく 児性駐品~iE、ひげそり ・誌.へアプ卓上) 、 鏡台. ~益見B在、力 一 17 ピー ス、ホ y 卜力ーラ
ろい用品ラ j 、くし・子、ヘアドライヤ ・ ラ一 一.化駐箱 {パニティケ
化駐水・;i -^ ) 
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常 ンプ
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周 SF 、7J仰ぐム .;~ ドー
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玄関備品 ク、ゲタ柑ガつ ド式)、玄関コ トー 入れ
コートハン ー
式)
旅 行踊好子カパン※ スーツケース(コ 7付) ロ ラーパ Iノク
外出用品 スーツケース(コ 7 なし)
シ9'1ピングカー
乗 物 額大人自転車※ 自転車空気入れポンプ※ ミニパイ夕、パンク修理
セット
※印lil基本的生活用品を示す
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図12 保有パターンによるクラスター別保有品回数
rf 
Aグループ
Bグループ
Cグループ
DグループE
3入
図13 保有パターンのクラスター別にみた世得の条件
4人 5人
Vまでの段階に分けて示したものである。 Iの品目はA
グループ，1 + nの品目はBグループ，1 + n +血の品
目はCグルー プ， I+II+阻+IVの品目はDグループの
保有品目とほぼ対応していると考えてよい。 Aクツレープ
ではく基本的生活用品>のほとんどが含まれており ，そ
れがAグループの予均保有数の約60~ぢ と高い比率を占め
ていることから il基本的保有型Jといえる。 Bグループ
は， Aの保有品目iζ加えて.スポーツ用品，化粧 ・身づ
くろい用品，だんらん室備品を中心と した品目がふえ，
保有数も対象世俗全体の平同値』ζ近いため I平均的保有
型」といえる。 C，Dクツレープでは，さらに趣味・スポ
ーツ用品，外出用品，娯楽用品などが加わり ， i多数保
有型jの保有パターンといえよう。ζのように.保有パ
ターンは<基本的生活用品>の保有を中心と したAクツレ
-7・から，B， C， Dグループへとしだいに保有品目が
ふえ ， 内容が:~(.Iにな っていく ζ とがわかる。
なお，各クツレープに属する世帯の条件を図131ζより検
汁すると， í.基本的保有~J から「多数保有型J へ移行
するにつれ，家族人数と住戸線綴が増大していく傾向が
ある。乙のほか，家族の趣味の数，客室の有無，納戸の
有無でも問機に有意差が認められた。
第5節 目常生活用品の保有実態に
影響をおよぼす要因
各位干停における日常用品の保有実態が，どのような要
因に左右されているかを考察するために，対象世得の家
族および住宅条件と保有品日数の相関分析を行なう。そ
して，有意差の認められた項目については，さらにil回
帰分析を行なう ζとにより，各要因の影響の大きさをみ
る。
友4Iζより変動要因を検討すると，家族の趣味の数10)
が保有実態』ζ段も大きく影響しており，次いで住戸脱税，
家族人数，客室の有無の順iζ影響をおよほす度合が小さ
くなるJl〉 しかし，乙の4つの要因は，保有品目数の
変動のうち幸せ30~ぢを説明しているにすぎない。
したがって，上述の4要因以外IC:，保有品目数との関
巡か古い居住者の必要性評価12)を要因κ加えて分析する
と，保有実態は居住者の必要性評価に最も大きく左おさ
れる乙とがわかる。そして，乙れら 5つの要因によって
変動を説明できる比率は44~ぢK増大した。
なお，日常生活用品の内容は多岐にわたるため，事E類
1C:よって変動要因もちがってくると考えられる。そ乙で.
日常生活用品の内容を家事関連用品(表 l参照)とその
他の日常用品に分けて，それぞれの変動要因がどのよう
に異なるかを比較する (表4)。いずれも居住者の必要
性訴仰が保有実態IC:最も影響を与えているが，その彩平等
の度合は家事関i主用品のほうが大きし、。 ζのほかの要因
についてみると，家事関述用品では①家族の趣味の数@
家族人数@溶室の有無@住戸規模，その他の日常用品の
場合は包濠族人数②客室の有無③家族の趨味の数@){主戸
規筏の順に影縛がしだいに小さくなり，各婆因が影符を
与える度合が実なっている ζとがわかる。
なお，家事関述用品もその他の日常用品も家族の趨味
の数による影響は大きいにもかかわらず，世得収入には
(10) 
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有意差が占吉、められなかった。 ζれまでの調倉においても，
比鮫的収入水ザか15い中間階的では，収入は生活用品の
保有にさほと大きな影響を与えていない乙とか報告され
ているP以上の傾向から，円常生活用品の保有実態は，
家事関l!l!mr.bのほうが居住者の必要性評価IL.Ii有志れる
比率が高いのに対し，その他の日常用品では.家悠や住
宅の条件による影響が大きいといえる。
なお，参Jtのために，家族や住宅の条件別に保有品目
数の変化を図141ζ示した。
一線.上林:自治・生活用品の保有精造
日常生活用品の保有実態と必要性評第6節
1 日常生活用品の保有嫌造
日常生活用品における品目相互の関連を少数の謀本的
閃子に集約し，それらの悶チか保有実態とどのように関
わっているか，その構造を明らかにするために内子分析
を行なう。
岡子分析に使用する変数は.u r算機のプログラムの制
約で100以内に|喰られたため，家事関連用品とその他の
日常用品IC分けて因子分析を行なったY また，名品
口のカテゴリーは，保有実態ではぐ保有しないノ/ひと
つ保有している><2つ以上保釘している>とし.3段
階の尺度をm~、た。
因子分析で1~}られた結果の概要を表 5 IC示す。家事関
連用品もその他O)[j常用品も拍:lJされた悶f数か相当多
いため. ~守IJ;f fの寄与率は全般に低く . ?nl凶子の場合
でも11-8%1ζすぎない。したがって，日常生活用品の
保有総造についてみると，第 l閃子のいわゆる一般的共
通性を示す附子以外は，相互に|対述をもった品IJはせい
ぜい数例F辺見までであり，全体』ζ相Ti.閲i.'Hが少なく，ま
とまりのない椛造といえよう。
2 保有実態と必要性評価の因予備遣の比較
価における因子情造の比較
次』ζ. Jo!l f主~の必要性評価 15)の結果と比較するととで
両省の穴I口]を明らか』ζする。
前述したように，抽出された肉子数が多かったため，
第5困(.までに限定してパリ"7.~クス凪転を行ない，岡
子負4笥母か高い品日をとりあげて表61L.示す。各閃チIC
含まれている品Hは互いに共itlした性質を示しているわ
けであるか，その品目内容にはあまり一貫性がない。ま
た，保有')ミr!:と必要性評価の供同向ζ含まれる品日を比
較すると，たとえば家事関連刷品の必要性評価において
第2因子に合まれている品目は，保有実態ではin3閃寸こ
と第5肉子iζ分かれているなど，各因子IC含まれている
品目内容や変動lζ対する寄引順位Ic:ij下の相.i[iがi認めら
(11 ) 
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因子分析結果の概要
各因子の寄与率 1免措
;と17τ土:二:ごτ:7九第¥「六YYl:;:rl;1γ1:了!ケF
調1V刊:引ト件ト凶引山づ引;リ|は」引~. :;U:::ト|: 
表5
90.113 
74.5% 
※保有率が95日匹以上 20%未満の品討は分析対象から除外した。
保有実態のカテゴリ よーく保行なし>くlつ保有><2つ以上保(-{>、必'}l;性斜面Hのカテゴリーはくぜひ必要>くあれば便利>くなくてよいノである。
( 12) 
32因子26.1 3.0 3.3 5 
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各肉t-I<:含まれる品目内零〈パリマ y クス凶転後1<:おける肉チ負荷訟が0.4以上の品目J表6
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ζとができる。それに対して，くなくてよい>と評価さ
れた品目は各世帯で‘内容がかなりちがっている。それゆ
え，各世帯における保有実態の特徴は，生活用品に対し
てくなくてよい>と評価する品目が多いかどうかにあら
われているといえる。
3.生活用品の保有実態は，世得iζよってかなり大き
な廷があるが，保有のしかたには4つの典型的パタ ーン
か認められた。保有パターンのちがいは保有品目数と保
有品目内容に顕著にあらわれている。バターンは<基本
的生活用品>を核とし，段階的に保有品目がふえて「多
数保有型Jへ移行するが，その内容も趣味 ・娯楽的要素
の強い品目が百日わり，多様化が促進される。
4、各1立手舎における保有品目数は，それに対する居住
者の必要性評価，とりわけくなくてよい>と評価するか
とうかと密緩に関わっているが， ζのほか住戸規模や家
族人数など世得の基本的条件が変動要因としてあげられ
る。さらには，家族の趣味数の影響の度合が大きいが，
11 j~(J J:'1!! と g"，~O)JtれにJ，>l、て、A糾 やiJU叫lてIJ十lんた仲か1.1L t日(iは1. のー品11内作であるζとを引す。
(l3) 
れる。乙の傾向はその他の日常用品の場合も同様であっ
~-~。
首i，項』ζおいて，日常用品の保有実態とそれに対する必
要性評価とは，かなり強い相関関係が認められたが，そ
の因子楠造を比較すると ，両者には若干のちがし、が認め
られた。
語
日常生活用品の保有実態を明らかにし，その保有構造
を居住者の必要性評価や社会的属性等その他の条件との
関連においてM-t斤し，以下の結果が得られた。
1.家庭には居住者自身が必婆性を感じている以上lζ
多くの生活用品カ噂入されており ，くあれば便利>と評
価した品目の大半はすでに保街されている場合が多い。
2.必要性か高く評価されている品目はたいていの世
帯で問じよう江内容であり ，それらは現実の保有率も高
いことから，家庭におけるく基本的生活用品>とみなす
結第 7節
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趣味の数は生活様式のー側面を表わしていると考えられ
る。なお，家事関連用品とその他の日常用品では変動要
因が異なり，客用品や予備用品の結果16)と比較しでも生
活用品の種類によって変動要因がかなり異なった傾向を
示しているζとがわかる。
5.日常生活用品の保有構造をみると，各品目の相互
関連は少なく，全体にまとまりのない構造であるといえ
る。必要性評価の構造も同僚な傾向を示しているが，両
者の因子構造には若干のくいちがいが認められる。
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(全国平問)
8 )ζの対象では世帯収入や住宅の条件において水準が
高い屈に片よっているといえる。しかし，乙れまで
居 戸... f与
の生活用品の普及状態をみても，高水準世帯から低
水準世帯へと波及している。そのため，乙れらの世
平等を対象としてその実態を調査する ζとは，今後の
住生活の動向を知るうえである程度意味があるもの
と考える。
9)主成分分析を併用したQモードクラスター分析法は
spss統計パッケージ(三宅一郎，中野嘉弘，水野欽
司，山本嘉一郎:spss統計ノfッケージH解析編，東
洋経済新報社， 1982)を用いた。なお，分析に使用
できる変数は200以内であるため，保有傾向の差が
小さい家事関連用品を除いた日常用品の中から162
品目を選び分析対象とした。
10) 44種類の趣味をあげ，家族の趨味について調査した
(表2参照)。客用品，予備用品においても保有実
態に影響する要因として有意差が認められた。
11)納戸の有無は，相関係数では有意差が認められたが，
ffi:回帰分析において寄与率が 1%未満であったため
除外し，再度重回帰分析を行なった。
12)必要性到而はくなくてよい>と答えた品目数を用い
て分析した。
13)たとえば上林博雄他:収納空間の標準化lζ関する研
究，本紀要16(1968) ，広瀬鎌二他 :収納に関する
研究(その4-7) ，日本建築学会大会学術講泌梗
概集 0974)などによる。
14)因子分析に用いた品目は，保有平ーが95%以上と20%
未満の品目を除外し，家事関連用品では87品11，そ
の他の日常用品では90品目であった。
15)必嬰性評価のカテゴリ はー， <ぜひ必要>くあれは
便利><なくてよい>の段階的尺度とした。
16)客用品ではの必要性評価②客室の有無③家族の趣味
の数④住戸規模，予備用品では①必要性言平価①住戸
規模@濠族の趣味の数の順1;:影轡の度合が大きい。
(昭平[158年1月8日受理)
Summary 
The purpose of this study is to establish the desirable standard of house planning in respect to the storage space in 
our houses. As the first step， we have made inquiries about the househo1d articles possessed and the evaluation of the 
necessity for them by housewives， the subjects. 
Then we have analyzed the mutual relation between those two factors and the trend of the household articles 
possessed in each houses. We offer the result of the analysis of daily necessaries covering 315 items 
1. In the househoJds investigated， the number of daily necessaries is 223 items per house. 157 items among them are 
possessed in more than 80% of the households. The items which the subjects think needfully are about 57% of the daily 
(14) 
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necessaries which they actually possess. 
2. Using the method of the Regression analysis， we have investigated the cause of the variance of household articles 
possessed. Some significant differences are perceived in the conditions of family and the size of their houses， but most 
influential is the necessity evaluation of daily necessaries by housewives. 
3. At the Cluster analyss， the subjects are classified into 4 patterns. They are sharply different from each other in the 
amount of the daily necessaries possessed and in the kinds of the items. 
( 15) 
